
検討範囲の整理 

 

施設の長寿命化に関する指標等について 

 

 

１．検討の趣旨 

 

各国立大学法人等において施設の長寿命化を推進するためには、施設の総量の最適化と

重点的な整備（施設のトリアージ）やサステイナブルな仕組の構築といった施設マネジメ

ントの取組が重要である。 

 

これらの施設の長寿命化に向けた取組には、大学の理念や特色・強み、財政状況、施設

の情報（老朽化状況、躯体の状況など）等を踏まえた中期的な行動計画の策定と、その取

組みの継続的な改善が不可欠である。 

 

本検討会では、各大学における長寿命化の取組を推進すべく、具体的な長寿命化計画の

策定に資する「①主な部位の目標使用年数」を整理する。また、大学全体としての長寿命

化の判断の一要素となる「②施設の老朽化状況」を把握するため、最低限把握すべき項目

を選定するとともに、老朽化の判断指標を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



資料２ 

 

２．検討内容  

 

検討①：主な部位の目標使用年数の整理 

 

目的：・各施設の改修や修繕の時期・コスト等の把握 

   ・具体的な老朽化への対応方策の検討 

   ⇒目標使用年数に基づく各部位の改修や修繕の時期の把握 

 

内容：・主な部位の目標使用年数について、国立大学の実績や使用年数に係る文献等を

踏まえ整理 

 

   

検討②：大学全体としての老朽化状況の整理（マクロな施設情報の整理） 

 

目的：各施設の老朽化状況の把握、大学全体としての長寿命化の判断、 

 

内容：（１）把握すべき項目の選定 

・施設全体の状況を、出来るだけ簡便に把握できるように項目を選定 

（限られた人員でも定期的な更新・活用がしやすいものとする） 

・各施設用途に応じて押さえるべき項目に違いはないか等も検討 

    

（２）老朽化の判断指標の整理  ※（１）で選定した項目のみ 

・老朽化の判断に適した評価方法の検討（目視、経年、目視+経年 など） 

 ・老朽化状況の判断指標として、評価基準（３～４段階）を写真や解説を用いて

整理（教育研究への影響度等も含め整理） 

・躯体に影響する部位（外壁、屋上防水）に問題が見られる場合の対応について

留意事項を整理 

 

※この他、各部位の老朽化状況だけでなく、施設の総合的な老朽化状況を示すことについて、

必要性や活用方法等を検討。（各部位の重要性・緊急性による重みづけ等） 

※長寿命化を進める上で、施設の老朽化状況以外に大学として把握することが望ましい事項

について検討。 

 

 

○進め方：国立大学や自治体における先行的な取組事例等を収集・分析し、大学施設の特性

（多様な施設用途、限られた人員体制、膨大な施設量）に適した整理方法につい

て分析、とりまとめる。 

 

○参考文献等：（老朽化状況の評価指標） 

文部科学省 施設助成課「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」 

文教施設研究センター「大学施設の性能評価システム」 

新潟市長寿命化実施計画 

        

       （施設全体の状況把握） 

建築保全センター「建築物のライフサイクルコスト」 

静岡県「県有建築物長寿命化指針」 
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別添２学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書（平成２９年３月文部科学省）より抜粋



国立大学における取組事例（愛知教育大学）

・設定した改修周期により改修費用（概算額）を算出

１．各部位の改修時期の設定

①不具合実績等から、重点的に改修すべき部位を選定

屋上・外壁・照明・空調・トイレ

②不具合実績から改修時期を設定

屋上防水の不具合実績 （１０件平均） トイレの不具合実績 （２２件平均）

屋上防水 トイレ

別添３

・改修費用の軽減や財源確保の具体的な方策の検討

各部位の改修時期

修繕実績 事故実績

優先すべき部位

・個別施設計画で試算した修繕コストを
約1.9億円／年から約0.75億円／年（予算内）に抑制

・修繕費用を抑えつつ、長期間利用する建物を重点整備

①計画実施の判断基準の設定

（例）空調改修：故障履歴を判断基準として設定

・計画実施の判断は、改修時期だけでなく、劣化状況や故障履歴等を確認し、状態が

良ければ更新を延期するなど柔軟に対応

②施設整備の優先順位付け（重点化）

・利用者が多く、長期間利用する講義棟・研究棟・校舎等を優先的に整備することを

前提とする

・この他、経年数や劣化状況（不具合実績）により優先順位を設定

・空調・照明は省エネ効果も加えて優先順位を判断

２．老朽状況の判断と優先順位付け


